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立
教
一
〇
〇
年
記
念
事
業
勧
募
に
つ
い
て 

 

本
会
に
お
い
て
は
令
和
一
〇
年
に
記
念
す
べ
き
立
教
一
〇
〇
年
・
解
脱
金
剛
尊
者

八
〇
年
祭
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
こ
の
年
は
、
立
教
一
〇
〇
年
以
降
の

新
た
な
る
未
来
を
創
造
し
て
ゆ
く
出
発
点
と
し
て
も
大
切
な
意
味
を
も
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
重
要
な
意
義
に
基
づ
い
て
、
本
部
で
は
立
教
一
〇
〇
年
・
解
脱
金
剛

八
〇
年
祭
の
記
念
事
業
に
対
し
て
全
国
会
員
の
皆
様
よ
り
勧
募
を
頂
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

 

金
剛
さ
ま
は
立
教
直
後
か
ら
御
霊
地
が
有
し
て
い
る
深
い
意
味
を
感
得
さ
れ
て
、 

昭
和
五
年
頃
か
ら
は
毎
月
、
八
日
と
二
十
五
日
に
月
参
り
を
さ
れ
、
七
年
に
は
太
神

社
殿
を
建
立
さ
れ
、
十
一
年
か
ら
十
六
年
に
か
け
て
は
三
建
碑
を
建
立
さ
れ
、
さ
ら

に
お
山
を
中
心
と
し
て
そ
の
形
体
を
整
え
て
ゆ
か
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
宇
宙
生

命
の
本
源
で
あ
る
天
神
地
祇
太
神
を
中
心
に
広
が
る
神
域
「
心
の
ふ
る
さ
と
・
魂
の

ふ
る
さ
と
」
で
あ
る
御
霊
地
の
整
備
・
拡
充
は
金
剛
さ
ま
が
何
よ
り
も
お
喜
び
に
な

ら
れ
る
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
黒
姫
出
張
所
関
係
や
供
養
札
木
地
製

作
所
に
係
る
事
業
は
、
秘
義
三
法
の
う
ち
天
茶
供
養
に
必
須
の
天
茶
と
供
養
札
の
確

保
の
た
め
に
必
要
な
事
業
で
す
。 

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
各
支
部
に
お
い
て
、
真
心
を
も
っ
て
勧
募
を
頂

け
ま
す
よ
う
督
励
方
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

記 

立
教
一
〇
〇
年
記
念
事
業
の
概
要 

⚫
 

御
霊
地
太
神
社
殿
金
具
塗
替
え
及
び
補
修
工
事
、 

五
智
如
来
堂
内
部
装
飾
及
び
建
物
補
修
工
事
、 

お
山
内
各
塔
碑
周
り
補
修
工
事 

 
 

 

一
億
六
千
万
円 

⚫
 

黒
姫
出
張
所
農
地
土
壌
改
良
工
事
、
農
機
購
入
費
用
、 

天
茶
製
造
設
備
改
修 

 
 

 
 

 
 

八
千
万
円 

⚫
 

供
養
札
木
地
製
作
所
建
設
工
事
他  

 
 

 
 

六
千
万
円 

以
上
、
総
事
業
費 

三
億
円 

勧
募
期
間 

令
和
七
年
一
月
よ
り
令
和
九
年
十
二
月
末
日 

令
和
七
年
一
月
一
日 
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